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前書

前
書

こ
の
小
説
の
時
代
設
定
は
昭
和
四
十
年
代
後
半
（
一
九
七
〇
年
代
前
半
）
。
大
阪
万
国
博
覧
会
が
開
催
さ
れ

た
頃
（
一
九
七
〇
年
三
月
～
九
月
）
か
ら
話
が
始
ま
る
。
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
た
平
成
と
違
っ
て
「
明
日
は
今
日

よ
り
い
い
日
に
な
る
」
と
誰
も
が
そ
う
考
え
て
い
た
頃
の
話
。
周
り
に
は
貧
し
さ
が
残
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
深

く
考
え
る
事
な
く
幸
せ
軌
道
に
身
を
任
せ
れ
ば
よ
か
っ
た
。
明
る
い
時
代
だ
っ
た
か
ら
大
い
に
恋
を
し
た
。

そ
の
こ
ろ
結
婚
つ
い
て
次
の
よ
う
な
風
潮
が
あ
っ
た
。

二
十
歳
に
近
づ
く
と
特
に
女
子
は
結
婚
を
考
え
た
。
そ
こ
に
深
い
哲
学
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
何

故
か
二
十
五
に
な
る
と
「
バ
バ
ア
」
呼
ば
わ
り
さ
れ
た
。
大
学
へ
行
く
と
卒
業
時
二
十
二
に
な
る
か
ら
二
年
制

の
短
大
に
人
気
が
あ
っ
た
。
二
十
と
い
う
と
成
人
に
な
っ
た
ば
か
り
の
未
熟
者
だ
が
、
先
輩
か
ら
見
れ
ば
誰
も

ハ

タ

チ

が
う
ら
や
む
青
春
の
頂
点
に
い
る
。
と
言
う
事
は
そ
こ
か
ら
下
り
坂
。
二
十
五
は
も
ち
ろ
ん
三
十
を
超
え
る
と

「
も
う
若
く
な
い
」
。
よ
く
言
え
ば
「
立
派
な
大
人
」
と
自
他
共
に
そ
う
思
っ
て
い
て
そ
れ
が
社
会
の
常
識
だ

っ
た
。

こ
の
時
代
に
は
夜
間
の
高
校
や
大
学
が
多
数
あ
っ
た
。
授
業
料
は
安
く
国
公
立
大
学
の
夜
間
な
ら
月
八
百
円

だ
っ
た
。
高
卒
の
初
任
給
は
五
万
円
ぐ
ら
い
。
電
車
の
初
乗
り
運
賃
は
二
十
円
ほ
ど
。
学
食
の
き
つ
ね
う
ど
ん

も
そ
れ
ぐ
ら
い
。
貧
し
い
家
に
生
ま
れ
て
も
勉
強
す
れ
ば
国
公
立
大
学
の
医
学
部
に
入
学
し
て
医
者
に
な
れ
た
。
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前書

学
生
が
車
を
持
つ
ど
こ
ろ
か
運
転
す
る
な
ど
あ
り
得
な
か
っ
た
。
レ
ン
タ
カ
ー
が
普
及
し
始
め
た
の
は
都
会

だ
け
で
地
方
を
旅
す
る
の
は
不
便
だ
っ
た
。
自
然
は
残
さ
れ
て
い
て
、
例
え
ば
知
床
半
島
は
林
道
を
使
っ
て
先

の
先
ま
で
行
け
た
。
一
方
で
公
害
が
拡
が
っ
た
。

「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
や
「
Ａ
Ｉ
」
な
ど
は
な
か
っ
た
。
も
し
「
Ａ
Ｉ
」
が
あ
っ
た
ら
「
愛
」
と
呼
ば
れ
た
か

ア
イ

も
知
れ
な
い
。
最
近
は
カ
タ
カ
ナ
文
字
が
溢
れ
て
意
味
が
よ
く
分
か
ら
な
い
文
章
や
会
話
が
多
い
が
、
こ
の
頃

は
日
本
語
特
有
の
情
緒
あ
る
表
現
が
多
か
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
な
く
、
情
報
は
少
な
か
っ
た
か
ら
勝
者
と
敗
者
の
差
は
微
々
た
る
も
の
で
勝
ち
負
け
は

余
り
関
係
が
な
か
っ
た
。

大
阪
は
東
京
と
ま
だ
い
い
勝
負
を
し
て
い
た
。
万
博
も
あ
っ
て
元
気
一
杯
だ
っ
た
。
そ
の
頃
の
大
阪
の
若
者

―
―
筆
者
の
同
級
生
や
少
し
上
の
先
輩
、
少
し
下
の
後
輩
た
ち
が
繰
り
広
げ
た
恋
を
練
り
固
め
て
物
語
に
し
た
。

そ
う
練
物
―
―
蒲
鉾
を
ワ
サ
ビ

醤

油
に
浸
け
て
ピ
リ
ッ
と
し
た
辛
さ
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
涙
し
て
、
酒
で
も
飲
み

ネ
リ
モ
ノ

カ
マ
ボ
コ

シ
ヨ
ウ

ユ

な
が
ら
読
ん
で
頂
け
れ
ば
本
望
。

な
お
、
実
在
し
な
い
地
名
や
実
際
の
場
所
と
異
な
る
描
写
も
あ
る
が
、
そ
れ
が
「
ワ
サ
ビ
」
に
な
っ
て
い
る

の
で
ご
容
赦
願
い
た
い
。
要
は
い
い
加
減
。
す
い
ま
せ
ん
。
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登場人物

登
場
人
物

男

二
世

守

（
フ
タ
セ
・
マ
モ
ル
）

主
人
公
。
貧
乏
人
。
著
者
も
貧
乏
だ
が
著
者
で
は
な
い
。

守

二
世

（
モ
リ
・
ニ
セ
イ
）

主
人
公
の
小
学
生
か
ら
の
親
友
。
今
で
言
う
富
裕
層
。
当
然
著
者
で
は
な
い
。

女

東
山

美
英
子

（
ヒ
ガ
シ
ヤ
マ
・
ミ
エ
コ
）

下
町
の
地
主
の
娘
。
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登場人物

中
原

夏
子

（
ナ
カ
ハ
ラ
・
ナ
ツ
コ
）

府
会
議
員
の
娘
。

上
町
と
下
村

（
ウ
エ
マ
チ
／
シ
モ
ム
ラ
）

重
要
な
脇
役
。
二
世

守

と
守
二
世
の
中
学
の
同
級
生
。

フ
タ

セ

マ
モ
ル

モ
リ

ニ

セ
イ

そ
の
他

主
人
公
の
従
姉

二
世

波
江
（
フ
タ
セ
・
ナ
ミ
エ
）

主
人
公
の
初
恋
の
女
の
子

北
川

冬
見
（
キ
タ
ガ
ワ
・
フ
ユ
ミ
）

主
人
公
を
慕
う
女
子

西
海

知
秋
（
ニ
シ
ウ
ミ
・
チ
ア
キ
）

守
二
世
の

幼

馴
染
で
許

嫁

南
野

春
夜
（
ミ
ナ
ミ
ノ
・
ハ
ル
ヨ
）

モ
リ

ニ

セ
イ

オ
サ
ナ

ナ

ジ
ミ

イ
イ
ナ
ズ
ケ


